
4  大 豆 の機 械 収穫 法 (追 補 ) (農 試農業 機械 科 )

( 1 )背 景 とね らい

大豆収穫機のうち歩行用 1条刈取機の高畦、傾斜地に対する適応性について調査 した結果、

実用性が高いことが判明したので参考に供する。

( 2 ) 技術 内 容

1)両 機租 (Yお R300型 、D4251型 )と も作業能率、精度もほぼ同 じで、作業能率は傾が,

10° まで高畦であっても平担地と大差がなく、 10a当 た り45～ 80分 を要する。

2)傾 斜下向作業では機械の重心が前になり、先端部が地面にくいこんでゴミを集め トラブル

の原因となる。 (そ の後改良されガイ ド車輸が1文付けら加″たので、このような現象はかなり

緩和された。 )

3)傾 斜上向作業では比転的運転が容易となるが集積突置が低い位置になるため、十分機能を

発揮せず集積状態が乱,化る。 (傾斜 10° 程度で若千スリップも発生する。 )

4)傾 斜 (観斜,5度 以上 )を増すほど上向、下向作業ともオペレーターの操縦がむずか しくな

るとともに、高四:にあっては見かけの着楽位置の低下や機械が畦から逸脱 しやすくなり、刈

残 し損失、集積残 し損失が増える。

5)ヘ ッドロスは高睦、傾斜による差が少なく、爽水分の多少による影響が大きい。 (爽水分

13～ 14%、 殺粒水分 17～ 18%の 条件で損失が2～ 3%発 生する。 )

6)刈 残 し、集積残 しおよび集積状態の乱れは人力作業で拾い集めるなどによって全体の損失

がかなり減少する。

( 3 ) 指 導 上 の 留意 点

1)殻 粒、爽が低水分 (爽 13～ 14以 下 )の場合には損失害J合が多くなる。朝夕の比破的爽

水分 (18～ 20%)が 高い時刻、あるいは刈取時期を早めて刈取る。

2)極 端な高培土は刈取 り精度を低下させるので、培土は黛下位分技の発生位置がか くれない

程度 とする。

3)高 畦栽培の大豆の刈1及りには草輪間隔、タイヤ空気圧を調節して適応性を高める。

4)倒 伏させないよう栽培に留意する (主器の傾斜角度が 45° 以内 )

〔4 )試 験成績 の相要

1)試 験課題名  大 豆の機械収穫乾燥法

「         新 1残種の適応性

2)試 験年次   場 所 昭 和 54年  農 試本場

-39 -



供試機械、形式名 ヤ ンマー農機 KK、 Y B R 300 八鹿鉄工KK D A 251

サ
　
イ
　
ズ

全 長 ( 御) 1, 950 1, 870

全 幅 ( 祝7 ) 1, 440 1, 130

全  高 ( 7 1 冊)
1. 110 1, 020

室  遺護(K♂ )
141 110

切  断  刃 鋏 形 回 転 刃 ″

搬 送 装 置 . ダブル突起付搬送チエン ″

集 積 装 置 手 動 式 ″

3)試 験方法

供試機械及び仕様

4)試 験結果

表 =1 供 試作物条件

ほ場条件 平
磯 目

株 t   間 (C″) 1&6

1条 l仰当り茎数(本)

量 ( 協力 O a ) | 25宅 6

問 (窃)  |

幅 (∽ )

高 (効 )

地担

栽
植
密
度

12.8

20は 2

129

2697

& 08 6& 3

傾  斜 1 0 °

ナ ンプシロメ

革    丈   (C″ )1     841

分 _ 枝  ! 数  ( 本 ) |    & 5

平 均 I     Q87 1     Q 88

立  毛   角  (度 ) |

分枝の最大ひろがり(f材 )|
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表-2 作 業能率

供 試 機 械 ヤ ンマ ー YBR-300 八鹿鉄工 DA-251

供 試  ほ  場 平 担 地
傾  斜  5°

平 担  地 傾 斜 5° 頃 斜 1 0 °

平 畦 高 畦

供 試 区 画 ( 材) 1047x858 8110X&5 800X68 1047x192 800X1224 5豊 2X283

面J  積 (げ) 808 447 544 829 979 1. 675

作
業
能
率

命
０

総 作業 時間 53′  02 ″ 55′ 07″ 53′  43″ 42′ 10″ 58 ′ 38〃 53′  18″

内

　

訳

機 械 時 間 45′ 46 ″ 45′ 41″ 44′  48〃 38′ 17″ 42 ′ 03″ 39′  15″

回 行時 間 3′  58 ″ 4′ ″ 3′ 37″ 3′ 07″ 5′ 20〃 7′ 32″

停 止 時 間 3′  18 ″ Ｚヽ ″ 5″ 18″ 46″ 11 ′ 10″

ほ場作業効率【″) 863 829 8a 4 ` 90 8 721 7&6

作速
業度

∽ )

上 向 行 程 Q 54 Q 53 0 50 a 60

下 向 行 程 Q 59 Q 57 Q 50 Q 6 8

平 担 0 56 l1 67

表 -3 作 業精度 ,

ア)供 試機械 ヤ ンマーYBR-800

注① 集 積残し損失 :集積装置よりこばれ落ちたもの        ‐
~・ ‐

② 切 断刃下の刈残し損失 :着薬位置が低く切断刃以下で搬送部に乗らないもの

③ 刈 残し損失 :立毛条件、ほ場条件の不良及び操維 ミスで刈残したもの
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供 試 条 件
平 担 地 傾   斜    5°

平 畦 平  畦 高  畦 上 向 行 程 下 向 行 程

水

分

し

穀 粒 1 7 0 342

7■ 5

2■ 1

整 葉 51,3

爽 1 & 5

刈  高  さ ( c 角) 4 1 缶 5 氏 〕 & 7 & 1

ヘ ッ ド ロ ス ( % ) 2 5 1 , 3 Q 8 O 1 9 1 . 6

内

訳

裂爽損失 (%) 2 2 Q 7 Q l Q 4 Q 4

落爽損失 (%) Q 3 Q 7 は 5 1 . 2

集 積 残 し損 失( ″ ) Q 3 住 4 は 8 Q 5 l17

切断刃下のメu残ッ Q 0 Q 5 6 0 Q 2 Q 3

刈 残 し 損 先 ( % ) Q 8 Q 6 4,3 a 3 1.7

損 失 合 討
・
( % ) & 6 & 2 転 9 4.8 4 2

集
積
状
態

広 が り(碗 ) 9は 3 14Q0 14は 0 1282 15■ 3

間  隔 ( ' れ) & 4 Q 9 61 6 2

姿 勢 良 良 中
i 良

中



イ)供 試機械 八 鹿鉄工 DA-251

供 試 条 件

項

平担地

平 畦

1 7 0

傾斜 5 ° 傾    斜    10°

平 畦

裏

一
　

高

一　
　
畦

一　
　
平 平担地

よ
殻 粒 199 1 7 8 1 7 8

分 茎 葉 51.3 6a0 4ふ 1 4& 1

窃) 荻 1 & 5 2a9 1 3 14.3

Ｊ

ハ 高 さ ( ご秘) & 4 & 4 4 2 & 9 & 4 4.6 4.7

ッドロス (") 2 7 1 . 0 2 3 2 0 2 4 1 . 6 a l

〔
ｒ
ｌ

裂栄損欠 %) 1.5 Q 2 a l 1.4 Q 5 2 3 Q 9

訳 落爽損栄〔%) 1.2 Q 8 2 2 Q 9 190 L l Q 9 L 0

集積残 し歩i失(%) Q 6 4.3 L 7 1,4 2 4 & 4 L 4 1.0

招数ぞ嘉魚") Q 4 Q 3 Q 6 Q 9 Q 6 Q 8 a 9 Q 5

刈残 し損失 (%) Q 5 L ユ a 2 1.5i 1.4 Q 7

損 失合 計 ( % ) 41 d 7 7 8 & 4 a 9 宅 1 7 3 4.I

集

積

状

態

広 が りOわ 141 9& 104 98 102

間  隔 (″) 6 2 6 6 6 3 a 2 7 3 7 2 8 3 & 9

姿 勢 良 良 不 良 モ 良 中 不 良 良 中

0 残 された問題点

1)搬 送集積装置の改良

2)刈 取部切断刃の耐久性

3)収 穫→脱粒→乾燥調製の二貫体系の確立

4)米 麦用循環式乾燥機の利用技術
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